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アニオン界面活性剤二成分混合系の可溶化作用に及ぼすH P Cの効果
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【目的】市販洗剤中には，二，三種類以上の異なる界面活性剤が混合され。各々の特性を

活かし，欠点が補われている。界面活性剤の有する可溶化作用は, 油性汚れの洗浄過程に

おいて重要であり, ビルダーによっても著しく彫響される。本研究では，水溶性高分子と

してヒドロキシプロピルセルロース( H P C ）を用い，高級アルコ-ル系アニオン界面活

性剤二成分混合系の可溶化作用に及ぼすH P Cの効果を，界面活性剤の･混合モル比，可溶

化温度, H P Cの分子量，被可溶化物質の化学構造等との関連において検討した。

【方法】高級アルコール系アニオン界面活性剤として，硫酸ドデシルナトリウム（S D S ）

および硫酸テトラデシルナトリウム（S T S ）を，水溶性高分子として分子量の異いなる３

種類のH P Cを，被可溶化物質として油溶性染料　Oil Yellow AB（C.I.Solvent Yel low 5）

, 0□　Yel low OB (C.I. Solvent Yel lo≫ 6）および　Oi 1　Orange SS (C.I.Solvent Orange

2）の３種類を用いた。調製した水溶液を恒温振とう機により可溶化平衡に到達させた後，

不溶解の染料を濾別した。濾液を一定割合に希釈し，その吸光度から可溶化量を算出した。

【結果】S T Sの混合モル比が大になると，可溶化量S （mg/1)は増大し，可溶化開始濃度

Cb（・ol/l）は小となった。H P C 添加系の方がＳは大となり, Cbは小となった。H P C 無

添加系では, Cbに及ぼす界面活性剤の混合モル比の効果が明瞭に認められたが, H P C添

加系では, Cbに及ぼす混合モル比の効果は小となった。可溶化温度が大になるとＳは増大

した。H P Cの分子量の効果は明瞭に認められなかった。混合モル比，可溶化温m.にかか

わらず，可溶化量は, Oil　Yel lo≫ ａ　> Oil Yellow OB　> Oil Orange ss の順となった。
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　目的洗浄機構を実験的に解明するためには，表面分子の化学構造が明らかで，かつ，

その配向状態力制御されたモデル基質を得る必要があると考えられる。そこで，水面上の

展開単分子膜を固体表面上に累積する手法（ＬＢ法）を利用してモデル基質を作製し，基

質に対する水の接触角を測定した。

　方法　膜試料としてセルa ―スジデカネート（ＣＤＤ）を用いた。膜物質溶液を清浄な

水面上に展開したのち水面の圧縮を行い，表面圧一面積曲線を測定した。この曲線を基に

単分子凝縮膜が形成される表面圧を推定し，この表面圧で垂直付着法により繊維状石英表

面への膜の累積を行った。膜の累積前後の石英に対する水の前進および後退接触角ばウィ

ルヘルミー法により測定した。

　結果石英表面に膜を累積すると水の前進接触角か増加し，時間経過とともにさらに増

大する傾m瀧められた。累積回数を多くすると，累積による前進接触角の増加の程度が

大きくなったが累積後の経過時間に伴う前進接触角の増大の程度は小さくなった。づ方;

後退接触角はあまり変化しなかった。得られた接触角の変化は高エネルギー表面に低こ!,ネ

ルギー領域力附与された表面の接触角についてのJohnsonらの計算曲線に基づいて基本的

に説明できた。
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